
 

 

 

 

 

 

 本研究フォーラムでは 3 年前からのテーマである連続生産に関して、本年度はこれまでの経緯を踏まえて各社

で各種実験を行いました。その結果を中心に本フォーラムでは公表したいと思います。我々の活動を海外にも知

って頂く機会も得られましたので、その報告を兼ねて竹内部会長より基調講演をしてもらいます。また、新たに

直打を目指すメンバーからの実験報告、海外情報などもプログラムに組まれ、多岐に亘るものとなっています。

是非ご参加いただきますようにご案内させていただきます。 

 

と き  平成 30 年 11 月 21 日(水) 

講演会 10：00～17：15    懇親会 17：30～  

と こ ろ  名城大学薬学部 新 1 号館 7 階ライフサイエンスホール 

〒468-8503 愛知県名古屋市天白区八事山 150 番地 Tel 052-832-1781（代表） 

主 催  (一社)粉体工学会・製剤と粒子設計部会 

共 催  (一社)粉体工業技術協会・粒子加工技術分科会 

参 加 費  講演会 主催・共催学協会員  

会社関係 \13,000 

大学・公立研究機関関係 \ 8,000 

学生 \ 4,000 

非会員 \20,000 

懇親会  \ 5,000 
 

振 込 先  金融機関 十六銀行黒野支店 
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口座番号 （普）１557481 

※ 11 月 14 日(水)までに、お振込みください。 

申 込 方 法  必要事項を記入の上、E-Mail によりお申込みください。 

E-Mail: ppd.gifu@gmail.com 

申 込 締 切  平成 30 年 11 月 12 日（月） (定員 150 名になり次第締め切らせていただきます) 

問 合 せ 先  〒501-1196 岐阜市大学西 1-25-4 TEL：(058)230-1022 

岐阜薬科大学 薬物送達学大講座 製剤学研究室内  

製剤と粒子設計部会事務局 松井、吉安 

E-Mail: ppd.gifu@gmail.com 

パ ネ ル 展 示 

同 時 募 集 

 申し込み締め切り；平成 30 年 11 月 12 日（月）、1 ブース￥20,000‐    

詳細は、上記までお問い合わせください。 

 

 

               

 

第 11 回 標準処方研究フォーラム 

～連続生産に於ける種々の課題へのアプローチ ～ 

 

平成 30 年度 製剤と粒子設計部会行事 

 



－プログラム－ 

 

10:00～10:05  開会の挨拶  竹内 洋文(製剤と粒子設計部会 部会長、岐阜薬科大学) 

10:05～10:45    基調講演                      座長 山田 昌樹 (シミック CMO) 

        『標準処方研究会の歩み: 造粒から連続生産へ』 

             竹内 洋文（岐阜薬科大学) 

10:45～11:15   平成 30年度 立会実験概要               

              信藤 友宏（大日本住友製薬） 

11:15～11:35  企業展示・紹介 

11:35～13:00  昼食・パネル展示       

13:00～14:30    各社での検討報告（各演題 30分）          座長 星野 貴史（信越化学工業） 

         １）フロイント産業での検討     

寺田 敬（フロイント産業）、則岡 正（アステラス製薬） 

２）パウレックでの検討      

松井 航（パウレック）、石川達也（武田コンシューマーヘルスケア） 

３）ダルトンでの検討       

浅井直親（ダルトン）、市原 駿（エーザイ）  

14:30～14:45   休憩 

14:45～15:15   ４）菊水製作所での検討           座長 武田 泰佑（キッセイ薬品工業） 

伏見伸介（菊水製作所）、山田昌樹（シミック CMO） 

15:15～15:45  総合まとめ報告      渡邊 鉄太郎（杏林製薬） 

15:45～16:30    海外の連続生産の情報  

        『The current status, drivers and implementation cases of OSD Continuous Manufacturing 

within the Global Pharmaceutical Industry』 

             Richard Steiner（GEA Pharma Systems NV） 

16:30～17:10    総合討論                       座長  谷野 忠嗣 (沢井製薬） 

17:10～17:15  閉会の挨拶       湯淺 宏（企画委員長・昭和大学） 

17：30～       懇親会                 食堂ダイニングハーブ 

 

 

メールに裏面の必要事項を記入の上、お申し込み下さい。 

E-mail：ppd.gifu@gmail.com  （参加お申込み締切 平成 30 年 11 月 12 日）また、お申込みと同時に、下記口座

に参加費のお振込みをお願いいたします。振込用紙の指定はありません。お振込みが確認できましたら、11 月 19

日(月)までに参加証を E-mail にて添付送信いたします。参加証がない場合は参加できませんので、それまでに届

かない場合には、事務局までお問い合わせ下さい。なお、講演要旨集に関しましては、11 月第 3 週末（フォーラム

開催の前の週）までにお届いたしますので、期間中要旨集の受取が困難な方は事務局までご連絡下さい。 

 

参加お申込み先 

〒501-1196 岐阜市大学西 1-25-4 

岐阜薬科大学 薬物送達学大講座 製剤学研究室内 

製剤と粒子設計部会事務局(松井、吉安) 

TEL：(058)230-1022 

E-mail：ppd.gifu@gmail.com 

 

参加お申込み締め切り 平成 30 年 11月 12日（月） 

 

参加お申込み方法 



参加費 

[講演会] 

粉体工学会・日本粉体工業技術協会会員（協賛学協会員は非会員扱いです。） 

会社関係 ￥１３,０００ 

大学・公立研究機関関係 ￥８,０００ 

学生 ￥４,０００ 

非会員 ￥２０,０００ 

 

      [懇親会]                          ￥５,０００ 

 

参加費振り込み先  

金融機関： 十六銀行 黒野支店 

口座名： 製剤と粒子設計部会 標準処方フォーラム 代表 竹内洋文 

口座番号： (普)1557481 

 

振り込み期限 平成 30年 11月 14日（水） 

 

※複数名分をまとめてお振込みの場合は、その旨を事務局までご連絡下さい。一旦納入された参加費等は、原

則としてお返しいたしかねますのでご了承下さい。 

 

 

 

件名：【第 11回標準処方研究フォーラム参加申込】 

①参加者氏名 

②氏名ふりがな 

③所属学協会名 

１．粉体工学会 

２．日本粉体工業技術協会 

④一般もしくは、学生 

⑤大学/会社名 

⑥連絡先 郵便番号および住所 

⑦電話番号 

⑧FAX番号 

⑨E-Mail アドレス 

⑩懇親会に参加・不参加 

⑪振込金額(懇親会ご参加の方は参加費に懇親会費 5,000円を足して下さい) 

⑫備考 

※複数名で、同時にお振込をされる場合は、備考欄にてご連絡ください。 

 

 

メール記入必要事項 


